





















































った経緯がある。ここで名前が上がってくるのが訳詞家の近藤朔風（1880-1915, 明治 13- 
大正 4）である。近藤は東京音楽学校と東京外国語学校（後の東京外国語大学）のイタリ
ア語科に学び、1903 年（明治 36 年）東京音楽学校による日本初のオペラ上演となる、グ
ルック（Christoph Willibald Gluck, 1714-1787）の《オルフェウス》で訳詞を手がけ、また、






される。しかし、朔風の訳詞の中で最も有名なのは、シューベルト（Franz Peter Schubert, 
1797-1828）の《野ばら（Heidenröslein）》であり、朔風の死後、太平洋戦争終結後の 1949 年
（昭和 24 年）以降、新制度による小・中・高等学校の音楽教科書には朔風の訳詞によるド


























































































かも、20−30 年前とは違い、フォーレ・ドビュッシー（Claude Achille Debussy, 1862-1918）・





























そして、カール・レーヴェ（Johann Carl Gottfried Lœwe, 1796-1869）、メンデルスゾーン（Jakob 


















































訳がついて収められている、マルティニ（Jean Paul Égide Martini, 1741-1816）により 1784
年に作曲された《Plaisir d’ amour（Piacer d’ amor 愛の歓びは）》であり、テキストはフラン








































大衆を意識したものがある一方で、ミュッセ（Alfred Louis Charles de Musset-Pathay, 1810-
1857）の詩による《ヴェネチア（Venise）》、ラマルティーヌ（Alphonse Marie Louis de Prat 
de Lamartine, 1790-1869）の詩による《夕ぐれ（Le Soir）》、グノー自身の詩による《いない
人（L’ Absent）》他、芸術性の高い作品群がある。またこの間、オペラ作曲が本業で、その
合間にサロンなどのために多くの歌曲を書き飛ばしたビゼエ（Georges Bizet, 1838-1875）や
マスネ（Jules Emile Frédéric Massenet, 1842-1912）による作品の中にも、まさに珠玉と言っ
てよい小メロディがあることも忘れてはならない。ユゴーの詩によるビゼエの《アラビア




わせる仕掛け–《小さなアヒルたちのヴィラネル（Villanelle des petits canars）》の音楽によ
るだまし絵のような構成–や、極めて絵画的な色彩と軽やかさなど、フォーレを導き、ラヴ




Marie Verlaine, 1844-1896）の詩による《月あかり（Clair de lune）》（op. 46 no. 2）や《マン
ドリン（Mandoline）》（op. 58 no. 1）、そして初期の作品とはいえフォーレの端正な資質がは
っきりと見て取れる《リディア（Lydia）》（op. 4 no. 2）、また器楽によるアレンジで、我が












































から我が国でも聴かれていた証となっている（塚本 1995 : 14, 82）。 
 デュパルクと同様にワーグナーの影響のあるショーソン（Amadée-Ernest Chausson, 1855-
1899）も内容豊富な声楽作品を残しており、ことに大規模な管弦楽による歌曲《愛と海の
詩（Poème de l’ amour et de la mer）》（op. 19）の中の《リラの季節（Le temps des lilas）》で













そして、その頂点を極めたのがオッフェンバック（Jacques Offenbach, 1819-1880）である。 
オッフェンバックは自身の劇場、ブフ・パリジャン（Théâtre des Bouffes-Parisiens）におい
て、1858 年から《地獄のオルフェ（Orphée aux enfers）》の初演に始まり、《美しきヘレナ
（Belle Hélène）》《パリの生活（La Vie parisienne）》など一連の名作で大当たりをとる。1870
年の普仏戦争によって、その勢いは衰え、オペレッタはウィーンで花開き、またロンドン
ではサヴォイ・オペラと呼ばれる一連のオペレッタが流行した。また、パリでもオッフェ
ンバックの後継者たちのルコック（Alexandre Charles Lecocq, 1832-1918）やプランケット
（Robert Planquette, 1848-1903）らが 1870 年から 1880 年にかけてヒット作を生み出してい
る。ベル・エポック期（19 世紀終わりから第一次大戦前まで）にはフォーレの学生時代か
らの友人であるメッサジェ（André Charles Prosper Messager, 1853-1929）が名作オペレッタ




（Henri Marius Christiné, 1867-1941）の《フィフィ（Phi-phi）》（1918）やモーリス・イヴァ
ン（Maurice Yvain, 1891-1965）の《君の唇（Ta bouche）》（1921）などが上演された。 
 ところでオッフェンバックの曲と言えば、《地獄のオルフェ》中の《地獄のギャロップ》
は作品を離れて《フレンチ・カンカン》として世界中で一人歩きし、また彼の唯一のオペ
ラである《ホフマン物語（Les Contes de Hoffmann）》のデュエット《舟歌（Barcarolle）》も
我が国では古くから愛唱されている。そして 1870 年、明治３年を迎えた日本では、横浜の






































































































年にかけて堀内敬三編集代表による音楽之友社《世界大音楽全集 全 120 巻》の中の声楽
篇・第 20 巻、古沢淑子（古沢女史については後述）の解説と女史を含む複数の訳詞による
《フランス歌曲集》である。これにはベルリオーズ、グノー、フランク（César Auguste Jean 
Guillaume Franck, 1822-1890）、ラロ（Édouard Victoire Antoine Lalo, 1823-1892）ドリーブ
（Clément Phillibert Léo Delibes, 1836-1891）、ビゼエ、シャブリエ、マスネ、コカール（Arthur 











































































カプレ（André Caplet, 1878-1925）２曲、スィリー（Michel Ciry, 1919-2018）１曲、ルイ・
ベイツ（Louis Beydts, 1895-1953）１曲、オーリック（George Auric, 1899-1983）１曲、カナ
ル（Marguerite Canal, 1890-1978）１曲、プーランク４曲、アーン（Reynaldo Hahn, 1875-1947）








































シャブリエが画家のマネ（Édouard Manet, 1832-1883）と親しかったこと、さらに 20 世紀に
なれば、プーランクの周りには詩人のアポリネール（Guillaume Apollinaire, 1880-1918）は
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譜例１ グノー、セレナーデ （春秋社 フランス歌曲集より） 
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譜例２ シャブリエ、幸福の島 （音楽之友社・世界大音楽全集より） 
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